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リングフレームをベニヤ板材および強化バルサ厚板で製作した。外皮の φ100 円筒は、t1.0 バルサ
板材を芯材とする GFRP サンドイッチ板で製作している。ラダーおよび左右のエレボンを駆動す
るために 3 個のサーボモーターを搭載している。 
 
表１ オオワシ 1 号機と縮小機体の主要諸元 
機体の種類 オオワシ 1 号機 1/2 スケール機体 
全長(ピトー管を除く)[m] 3.178 1.589 
主翼 翼幅[m] 1.609 0.8045 
主翼 翼面積[m2] 0.9956 0.2489 
主翼 平均空力翼弦長[m] 0.796 0.398 
主翼 アスペクト比 2.71 2.71 
主翼 翼厚[%] 6 6 
離陸重量[kg] 27.3 3.41（計画） 
推進システム 
JetCat turbojet 
 engine P160SX 
(直径 φ ，112  
質量 1.53kg)×2 




公称推力 326N(33.2kgf) 4.2kgf 




















図２. 製作された主翼 図１ １／２スケール機体の構造 
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速度を表しており、推力 100％で 61.4m/s、70％で 50.6m/s、50％で 41.5m/s と推算される。 また、
風試によるピッチング静安定のデータより、エレベータ舵角 15°で迎角 10°を保ちつつ離陸する事






５． まとめ  
本研究では、2011 年度の飛行試験で失われた小型超音速飛行実験機プロトタイプ機体（オオワ
シ１号機）の代わりとなる縮小機体を設計・製作し、今後の飛行試験に向けての準備を進めた。
そのまとめと今後の展望を以下に記す。 
(1)  繰り返し飛行試験を実施するために、製作・保守および取り回しの容易な１／２スケール機
体を設計・製作した。 
(2) 製作・整備に手間の掛かる箇所があり、また、推重比が計画を下回ったことから、構造設計お
よび製作手法に改良の余地がある。 
(3) 今後、縮小機体の設計製作を改良し、飛行試験に供することによって、M2006prototype 形状の
低速飛行特性の解明を進める。 
  
 
 
図５. 海面上での必要推力と利用可能推力 
